
※「その他の宅地」とは、事務所、店舗等の商業・業務施設の用地 のこと。

　　　　

※「その他の宅地」は、事務所、店舗等の商業・業務施設の用地である。
※「その他」は、行政面積から、「農用地」「森林」「原野」「水面・河川・水路」「道路」及び「宅地」の各面
積を差し引いたもの。具体的には、平面駐車場、建物跡地、文教施設等の公用・公共用施設の用地、
レクリエーション用地などを表す。

　1.  基準年次(H27)から目標年次(H40)までの増加人口を算出

65,000人（H40）-57,598人（H27）
=約7,400人

　3．増加人口に対する新たな「住宅地」、「その他宅地」、「道路」等を算出

市街化区域　　　：52ha
市街化調整区域：26ha

  ４．増加する住宅地などを捻出するために必要な土地利用転換分（減少分）を検討

減少分の合計　　：78ha

　2.  市街化区域で見込まれる増加人口を算出するとともに、市街化調整区域での
　　　増加人口を算出する。

市街化区域　　　　：5,900人
市街化調整区域　：1,500人

土地利用区分別面積目標の算出について
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土地利用区分別面積割合

田 畑 森林 水面・

河川・

水路

道路 住宅地 工業用地 その他の宅地 その他

資料３

(ha)

田 畑 住宅地
工業

用地

そ の 他

の宅地

H27 217 102 115 438 - 69 243 584 393 10 181 604 2,155
［現況］ 10.1% 4.8% 5.3% 20.3% - 3.2% 11.3% 27.1% 18.2% 0.5% 8.4% 28.0% 100%
H40 200 95 105 415 - 70 257 647 436 12 199 566 2,155

［計画］ 9.3% 4.4% 4.9% 19.3% - 3.2% 11.9% 30.0% 20.2% 0.6% 9.2% 26.3% 100%
増減 -17 -7 -10 -23 - 1 14 63 43 2 18 -38 -

＜土地利用区分別面積の総括表＞
　農用地 　　　宅地

年次 森林 原野
水面・

河川・

水路

道路 その他 合計


